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iSCSI 経由の VMware ESXi データストア
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VMware vSphere Windows Version 向け 

VMware および iSCSI アーキテクチャ 

iSCSI ストレージエリアネットワーク (SAN) を使用するには、iSCSI ターゲット (た

とえば、ES NAS) 上に LUN を作成し、それをホスト上のデータストアにマウントし

ます。次の図は、vSphere 環境内にデプロイした iSCSI ストレージを示しています。 
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注意: 

iSCSI ターゲットに接続する場合は、1 Gigabit Ethernet (1GbE) 以上の高速接続をお

すすめします。 

インストレーションの準備 

ESXi ホストは、iSCSI 経由で ES NAS に接続できます。データストアは、vSphere

環境で ESXi ホストが検出できる ES NAS 上に設定できます。ここではこの導入につ

いてご説明します。 

このデモンストレーションでは、次の構成を使用しています。 

 ストレージデバイス：QES (NAS オペレーティングシステム) バージョン 1.1.4 が動

作している QNAP ES NAS シリーズ 

 vSphere ESXi ホスト: VMware ESXi 6.0 

 IP アドレシング：ESXi ホストと ES NAS いずれもスタティック IP をおすすめしま

す。 

サーバーとストレージネットワークの設定 

サーバーネットワーク設定 

ロール IP 説明 

ESXi ホスト 192.168.217.1 VMware ESXi ホスト 

データネットワーク 1 10.10.10.1 ESXi ホストの 10G データポート 1 

データネットワーク 2 10.10.20.1 ESXi ホストの 10G データポート 2 
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ストレージネットワーク設定 

設定 値 説明 

SCA 管理用 IP 192.168.217.61 コントローラー A の管理用 IP 

SCA Ethernet1 IP 10.10.10.61 
コントローラー A のデータポー

ト 1 用 IP 

SCA Ethernet2 IP 10.10.20.61 
コントローラー A のデータポー

ト 2 用 IP 

SCB 管理用 IP 192.168.217.62 コントローラー B の管理用 IP 

SCB Ethernet1 IP 10.10.10.62 
コントローラー B のデータポー

ト 1 用 IP 

SCB Ethernet2 IP 10.10.20.62 
コントローラー B のデータポー

ト 2 用 IP 

SCA に割り当てるプ

ール 
Pool1 

コントローラー A の RAID6 プー

ル 

上の表に記載した情報では、100GB LUN が ES1640dc v2 コントローラーA (SCA) 上

にデプロイされ、それは次の手順で ESXi ホストにマウントできます。 

これらの詳細の設定前の確認 

 ESXi ホストと ES NAS からのデータポートはすべて同じサブネット内にあること。 

 使用可能なプールは ES NAS 上に iSCSI LUN を構成する前に容易していること。ス

トレージプールを作成する詳細については、ES NAS 高可用性ストレージサービスの

ネットワークとストレージ設定」をご覧ください。 

https://www.qnap.com/go/how-to/tutorial/con_show.php?cid=337
https://www.qnap.com/go/how-to/tutorial/con_show.php?cid=337
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定義 

本書中では、VMware ESXi ホストは iSCSI イニシエータとして定義され、QNAP ES 

NAS が iSCSI ターゲットとなっています。 

iSCSI ターゲットを VMware ESXi 上に追加する 

手順 1: vSphere クライアントにログインし、インベントリパネルからホストを選択

します。「設定」タブに進み、ハードウェアパネルの「ストレージアダプター」を

クリックします。ウィンドウ右上の「追加」をクリックしてストレージアダプター

を追加します。 

 

手順 2: 新しいソフトウェア iSCSI アダプターがストレージアダプターリストに追

加されます。リストの新しいソフトウェア iSCSI アダプターを選択します。 



 

 
 

 

 
© 2019 QNAP Systems, Inc.  All Rights Reserved. 6 

 

 

手順 3: そのアダプターが有効になっていることを確認します。有効になっていない

場合は、「設定...」をクリックし、「有効」にチェックを入れてから「OK」をクリ

ックします。 

 

手順 4: アダプターを有効にした後は、ネットワーク上で利用可能なストレージリソ

ースがどれかを iSCSI アダプターが判別できるよう、目的の探索アドレスを設定す

る必要があります。「動的探索」タブに進み、「追加...」をクリックして両方のコン
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トローラーのデータポート IP アドレスを追加してください。次に「静的探索」に進

み、そのターゲットの名前と IP アドレスを表示します。 

  

手順 5: 「閉じる」をクリックしてプロパティウィンドウを閉じます。「再スキャン」

ウィンドウが表示されます。「はい」をクリックします。 

 

注意: 

ES NAS iSCSI ターゲットで CHAP が有効になっている場合は、「送信ターゲットサ

ーバーの追加」ウィンドウの「CHAP...」に同じ設定がなければなりません。 
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手順 6: これで追加された iSCSI アダプターに対応する iSCSI デバイスがわかるよ

うになります。 

 

iSCSI 接続用のパスの設定 

手順 1: iSCSI ディスク上で右クリックし、「パスの管理...」を選択します。 
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手順 2: パス選択ポリシーとして「パス選択」ドロップダウンメニューから「固定 

(VMware) 」を選択します。次に「変更」をクリックしてこの変更を適用します 

 

手順 3: 優先パスとして割当てたいパスを右クリックして優先パスを指定してから、

「優先」を選択します。次に「OK」をクリックして今設定した値を保存してからこ

のダイアログボックスを終了します。 
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注意: 

iSCSI 性能を高めるためには、iSCSI LUN を所有しているストレージコントローラー

に属するパスまたは Ethernet ポートを選択します。この例では、プール 1 が作成さ

れている SCA に属するポート (10.10.10.61/10.10.20.61) を選択します。 

データポートはターゲット名の下に表示されます。 

  

vSphere クライアント内での VMFS データストアの作成 

データストアを作成する前に、新たに追加されたストレージデバイスを探索するよ

うそのアダプターで「再スキャン」を使用します。 
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手順 1: 「設定」タブに進み、ハードウェアパネルの「ストレージ」をクリックしま

す。次に「データストア」 > 「ストレージを追加」をクリックします。 

 

手順 2: ストレージタイプとして「Disk/LUN」を選択し、「次へ」をクリックしま

す。 
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手順 3: データストアで使用する iSCSI デバイスを選択してから「次へ」をクリッ

クします。 

 

手順 4: 「現在のディスクレイアウト」ページには iSCSI ディスクとその使用スペ

ースについての情報が表示されます。設定を確認し、「次へ」をクリックします。 
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手順 5: データストアの名前を入力し、「次へ」をクリックします。 

 

手順 6: 容量の数字を調整し、「次へ」をクリックします。デフォルトでは、ストレ

ージデバイス全体のスペースが利用できます。 
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手順 7: データストア設定の情報を確認し、「終了へ」をクリックします。 
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手順 8: iSCSI ベースのストレージデバイス上に新しく作成されたデータストアの一

覧が表示されます。 

 

VMWare vSphere Web Client 6.0 向け 

VMware および iSCSI アーキテクチャ 

iSCSI ストレージエリアネットワーク (SAN) を使用するには、iSCSI ターゲット (た

とえば、ES NAS) 上に LUN を作成し、それをホスト上のデータストアにマウントし

ます。次の図は、vSphere 環境内にデプロイした iSCSI ストレージを示しています。 
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注意: 

iSCSI ターゲットに接続する場合は、1 Gigabit Ethernet (1GbE) 以上の高速接続をお

すすめします。 

  

インストレーションの準備 

ESXi ホストは、iSCSI 経由で ES NAS に接続できます。データストアは、vSphere

環境で ESXi ホストが検出できる ES NAS 上に設定できます。ここではこの導入につ

いてご説明します。 
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このデモンストレーションでは、次の構成を使用しています。 

 ストレージデバイス：QES (NAS オペレーティングシステム) バージョン 1.1.4 が動

作している QNAP ES NAS シリーズ 

 vSphere ESXi ホスト: VMware ESXi 6.0 

 IP アドレシング：ESXi ホストと ES NAS いずれもスタティック IP をおすすめしま

す。 

サーバーとストレージネットワークの設定 

サーバーネットワーク設定 

ロール IP 説明 

ESXi ホスト 172.17.23.116 VMware ESXi ホスト 

データネットワーク 1 10.10.10.1 ESXi ホストの 10G データポート 1 

データネットワーク 2 10.10.20.1 ESXi ホスト 2の 10G データポート 2 
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ストレージネットワーク設定 

設定 値 説明 

SCA 管理用 IP 172.17.23.111 コントローラー A の管理用 IP 

SCA Ethernet1 IP 10.10.10.111 
コントローラー A のデータポート 1 用 

IP 

SCA Ethernet2 IP 10.10.20.111 
コントローラー A のデータポート 2 用 

IP 

SCB 管理用 IP 172.17.23.112 コントローラー B の管理用 IP 

SCB Ethernet1 IP 10.10.10.112 
コントローラー B のデータポート 1 用 

IP 

SCB Ethernet2 IP 10.10.20.112 
コントローラー B のデータポート 2 用 

IP 

SCBに割り当てるプー

ル 

Pool2 コントローラー B の RAID6 プール 

上の表に記載した情報では、100GB LUNが ES1640dc v2 B (SCB) 上にデプロイされ、

それは次の手順で ESXi ホストにマウントできます。 

これらの詳細の設定前の確認 

 ESXi ホストと ES NAS からのデータポートはすべて同じサブネット内にあること。 

 使用可能なプールは ES NAS 上に iSCSI LUN を構成する前に容易していること。ス

トレージプールを作成する詳細については、ES NAS 高可用性ストレージサービスの

ネットワークとストレージ設定」をご覧ください。 

https://www.qnap.com/go/how-to/tutorial/con_show.php?cid=337
https://www.qnap.com/go/how-to/tutorial/con_show.php?cid=337
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定義 

本書中では、VMware ESXi ホストは iSCSI イニシエータとして定義され、QNAP ES 

NAS が iSCSI ターゲットとなっています。 

  

iSCSI ターゲットを VMware ESXi 上に追加する 

手順 1: vSphere Web クライアントにログインし、インベントリパネルからホスト

を選択します。「管理」タブ、それから「ストレージ」タブに進みます。「ストレ

ージアダプター」をクリックしてから、「+」をクリックしてストレージアダプター

を追加します。 
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手順 2: 新しいソフトウェア iSCSI アダプターがストレージアダプターリストに追

加されます。リストのソフトウェア iSCSI アダプターを選択します。 

 

手順 3: アダプターを有効にし、ネットワーク上で利用可能なストレージリソースが

どれかを iSCSI アダプターが判別できるよう、目的の探索アドレスを設定する必要

があります。「ターゲット」タブに進み、「動的探索」そして「追加...」をクリック

して両方のコントローラーのデータポート IP アドレスを追加してください。次に「静

的探索」に進み、そのターゲットの名前と IP アドレスを表示します。動的探索で追

加された静的ターゲットを削除する場合には、次に再スキャンが行われた時にはそ

のターゲットは一覧に戻り、HBA がリセットされるかまたはホストが再起動されま

す。 
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手順 4: 「再スキャン」をクリックして新しく追加されたデバイスをスキャンします。 
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注意: 

ES NAS iSCSI ターゲットで CHAP が有効になっている場合は、「送信ターゲットサ

ーバーの追加」ウィンドウの「CHAP...」に同じ設定がなければなりません。 

手順 5: これで追加された iSCSI アダプターに対応する iSCSI デバイスがわかるよ

うになります。 
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iSCSI 接続用のパスの設定 

手順 1: 「管理」 > 「ストレージ」 > 「ストレージデバイス」をクリックし、iSCSI 

ディスクを選択した後、「プロパティ」 > 「マルチパス編集」をクリックします。 

 

手順 2: パス選択ポリシーで「固定 (VMware)」を選択した後、ひとつのパスを優先

パスとして選択し、「OK」をクリックします。 
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注意: 

iSCSI 性能を高めるためには、iSCSI LUN を所有しているストレージコントローラー

に属するパスまたは Ethernet ポートを選択します。この例では、プール 2 が作成さ

れている SCB に属するポート (10.10.10.111/10.10.20.111) を選択します。 

データポートはターゲット名に表示されます。 

例：

iqn.2004-04.com.qnap:es1640dc:iscsi.qnaptarget.ee0516.0:10.10.10.111:3260 

  

vSphere クライアント内での VMFS データストアの作成 

手順 1: 「関連オブジェクト」タブに進み、それから「データストア」タブに進みま

す。「新しいデータストアを作成」アイコンをクリックします。 
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手順 2: タイプとして「VMFS」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

手順 3: データストアの名前を入力し、そのデータストアに使用される iSCSI デバ

イスを選択します。「次へ」をクリックします。 
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手順 4: 適切な VMFS バージョンを選んで、「次へ」をクリックします。 
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手順 5: 容量の数字を調整し、「次へ」をクリックします。デフォルトでは、ストレ

ージデバイス全体のスペースが利用できます。 

 

手順 6: データストア設定の情報を確認し、「終了へ」をクリックします。 
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手順 7: 「再計算」をクリックすると、iSCSI ベースのストレージデバイス上のデー

タストアの一覧が表示されます。 
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VMWare vSphere Web Client 6.5 向け 

VMware および iSCSI アーキテクチャ 

iSCSI ストレージエリアネットワーク (SAN) を使用するには、iSCSI ターゲット (た

とえば、ES NAS) 上に LUN を作成し、それをホスト上のデータストアにマウントし

ます。次の図は、vSphere 環境内にデプロイした iSCSI ストレージを示しています。 
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注意: 

iSCSI ターゲットに接続する場合は、1 Gigabit Ethernet (1GbE) 以上の高速接続をお

すすめします。 

  

インストレーションの準備 

ESXi ホストは、iSCSI 経由で ES NAS に接続できます。データストアは、vSphere

環境で ESXi ホストが検出できる ES NAS 上に設定できます。ここではこの導入につ

いてご説明します。 

このデモンストレーションでは、次の構成を使用しています。 

 ストレージデバイス：QES (NAS オペレーティングシステム) バージョン 1.1.4 が動

作している QNAP ES NAS シリーズ 

 vSphere ESXi ホスト: VMware ESXi 6.0 

 IP アドレシング：ESXi ホストと ES NAS いずれもスタティック IP をおすすめしま

す。 
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サーバーとストレージネットワークの設定 

サーバーネットワーク設定 

ロール IP 説明 

ESXi ホスト 192.168.1.50 VMware ESXi ホスト 

データネットワーク 1 8.8.1.50 
ESXi ホスト1の 10G データポート 

2 

データネットワーク 2 8.8.2.50 
ESXi ホスト2の 10G データポート 

2 

  

ストレージネットワーク設定 

設定 値 説明 

SCA 管理用 IP 192.168.1.12 コントローラー A の管理用 IP 

SCA Ethernet1 IP 8.8.1.13 
コントローラー A のデータポート 1 

用 IP 

SCA Ethernet2 IP 8.8.2.13 
コントローラー A のデータポート 2 

用 IP 

SCB 管理用 IP 192.168.1.13 コントローラー B の管理用 IP 

SCB Ethernet1 IP 8.8.1.14 
コントローラー B のデータポート 1 

用 IP 

SCB Ethernet2 IP 8.8.2.14 
コントローラー B のデータポート 2 

用 IP 

SCBに割り当てるプー

ル 
Pool2 コントローラー B の RAID6 プール 

上の表に記載した情報では、100GB LUNが ES1640dc v2 B (SCB) 上にデプロイされ、

それは次の手順で ESXi ホストにマウントできます。 
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設定前に行う確認 

 ESXi ホストと ES NAS からのデータポートはすべて同じサブネット内にあること。 

 使用可能なプールは ES NAS 上に iSCSI LUN を構成する前に容易していること。ス

トレージプールを作成する詳細については、ES NAS 高可用性ストレージサービスの

ネットワークとストレージ設定」をご覧ください。 

定義 

本書中では、VMware ESXi ホストは iSCSI イニシエータとして定義され、QNAP ES 

NAS が iSCSI ターゲットとなっています。 

iSCSI ターゲットを VMware ESXi 上に追加する 

手順 1: vSphere Web クライアントにログインし、インベントリパネルからホスト

を選択します。「構成」タブ、それから「ストレージアダプター」タブに進みます。

「+」をクリックして新しいストレージアダプターを追加します。 

https://www.qnap.com/go/how-to/tutorial/con_show.php?cid=337
https://www.qnap.com/go/how-to/tutorial/con_show.php?cid=337
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手順 2: 新しいソフトウェア iSCSI アダプターがストレージアダプターリストに追

加されます。リストのら中かか新しいソフトウェア iSCSI アダプターを選択し、「プ

ロパティ」をクリックしてそのアダプターを有効にします。 
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手順 3: アダプターを有効にした後は、ネットワーク上でアクセスが可能なストレー

ジリソースがどれかを iSCSI アダプターが判別できるよう、目的の探索アドレスを

設定する必要がありますファイルの。「ターゲット」タブに進み、「動的探索」を

クリック、そして「追加...」をクリックして両方のコントローラーのデータポート IP

アドレスを追加してください。次に「静的探索」に進み、そのターゲットの名前と

IP アドレスを表示します。動的探索で追加された静的ターゲットを削除する場合に

は、次に再スキャンが行われた時にはそのターゲットは一覧に戻り、HBA がリセッ

トされるかまたはホストが再起動されます。 
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手順 4: 「再スキャン」をクリックして新しく追加されたデバイスをスキャンします。 

 

注意: 

ES NAS iSCSI ターゲットで CHAP が有効になっている場合は、「送信ターゲットサ

ーバーの追加」ウィンドウの「CHAP...」に同じ設定がなければなりません。 

手順 5: これで追加された iSCSI アダプターに対応する iSCSI デバイスがわかるよ

うになります。 
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iSCSI 接続用のパスの設定 

手順 1: 「ストレージデバイス」をクリックし、iSCSI ディスクを選択した後、「プ

ロパティ」 > 「マルチパス編集...」をクリックします。 

 

手順 2: パス選択ポリシーで「固定 (VMware)」を選択した後、ひとつのパスを優先

パスとして選択します。「OK」をクリックします。 
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注意: 

iSCSI 性能を高めるためには、iSCSI LUN を所有しているストレージコントローラー

に属するパスまたは Ethernet ポートを選択します。この例では、プール 2 が作成さ

れている SCB に属するポート (8.8.1.14/8.8.2.14) を選択します。 

データポートはターゲット名の後に表示されます。 

例：iqn.2004-04.com.qnap:es1640dc:iscsi.lun0.0d8000:8.8.1.14:3260 

  

  



 

 
 

 

 
© 2019 QNAP Systems, Inc.  All Rights Reserved. 38 

 

vSphere クライアント内での VMFS データストアの作成 

手順 1: 「構成」タブ、それから「データストア」タブに進みます。「新しいデータ

ストアを作成」アイコンをクリックします。 

 

手順 2: タイプとして「VMFS」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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手順 3: データストアの名前を入力し、そのデータストアに使用される iSCSI デバ

イスを選択します。「次へ」をクリックします。 

 

手順 4: 容量の数字を調整し、「次へ」をクリックします。デフォルトでは、ストレ

ージデバイス全体のスペースが利用できます。 
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手順 5: データストア設定の情報を確認し、「終了へ」をクリックします。 

 

手順 6: 「再計算」をクリックすると、iSCSI ベースのストレージデバイス上のデー

タストアの一覧が表示されます。 

 


